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●御作棒の手保存会 
  棒の手の由来については文献や資料が乏しいため詳細は不明だが、室町時代の頃

より日本民俗特有の武芸を基本とした農民の自衛のための武術として始まったも
のが、五穀豊穣の奉納演技として演じられるようになったと考えられている。 

藤岡地区には５つの区域で３つの流派が継承されており、昭和 33 年に愛知県の
無形民俗文化財に指定された。御作町では見当流の棒の手を継承しており、現在は
毎年秋の大祭で棒の手の奉納をするほか、市内外のイベントで演技を行っている。 

 
●大沼雅楽会 

雅楽は日本の音楽としては最も古く、1300 年以上前から現在まで継承されてい
る。大沼雅楽会は明治 26 年、３人の地元有志が岡崎大樹寺の雅楽人から雅楽を習
得し、免許を受けて師範になったことから始まったといわれている。現在は大沼雅
楽を次世代に伝承するため、小学生とともに学校行事や地域の発表会などで披露し
ている。 

 
●中根神楽保存会 

神楽とは神様を祀るために演じられる神事芸能で、市内の神楽は地元の子どもた
ちの巫女舞を伴っている。中根町の神楽は明治 43 年頃、当時の青年会を通じて習
い覚え、祭礼で奉納したのが始まりとされている。現在は毎年秋の大祭で、地元の
小学３～５年生の女子が巫女神楽を奉納している。 

 
●竹村チャラボコ保存会 

チャラボコは祭礼に奉納されるお囃子の一種で、三河地方特有のものと言われて
いる。竹村には幕末に伝わったとされ、昭和 16 年まで秋祭りの折に奉納されてい
た。戦争による中断後復活し、現在は竹村チャラボコ保存会として秋祭りでの奉納
やチャラボコの普及・継承に務めている。 

 
●木瀬棒の手保存会 
  棒の手の由来については文献や資料が乏しいため詳細は不明だが、室町時代の頃

より日本民俗特有の武芸を基本とした農民の自衛のための武術として始まったも
のが、五穀豊穣の奉納演技として演じられるようになったと考えられている。 

藤岡地区には５つの区域で３つの流派が継承されており、昭和 33 年に愛知県の
無形民俗文化財に指定された。木瀬町では鎌田流の棒の手を継承しており、現在は
毎年秋の大祭で棒の手の奉納をするほか、市内外のイベントで演技を披露している。 


